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5. 相関的思惟の第四の方法——融合（融合）
テオス（Theos）：Xはすべてである（∀X）
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核心概念

融合：すべてを一つに (∀X)

立体

循環

共感

融合 ∀X
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要点

融合的思惟の定義

異質な長所で新たな秩序を作る

統摂＝ハイブリッド思想家

韓流・ビビム文化の融合例
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要点

第四の思想：∀X、テオス

Xはすべてである

アブラハム系宗教の霊魂永生

学閥社会の解体と権力移動
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要点

新たな人間像：冠旺と兜率

冠旺＝AIを統率する指揮者

AIの能力と限界を知り責任を負う

兜率天＝拡張された人間の理想
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要点

完成の最終段階、融合

四段階完成で文明の設計者に

良い問いを立てる人間の役割

相生と調和の秩序を構築
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比較

5. 相関的思惟の第四の方法——融合（融合）

方法論 核心原理 AI時代の適用

相関的思惟 全体論的、関係的、文脈的な理解 AIの倫理的ガバナンス、人間・AI相互作用の設計、複雑
な社会・技術システムの持続可能な管理

限界性の探索 転換期的空間における創造性、柔軟性、新たな総合の出
現

AI導入による社会的・職業的転換期の管理、新たな規範
および制度の設計、人間・AI協働モデルの実験

構造論 分離された諸要素間の連結の規則性の探索、多様な分野
を一貫した論理体系へと統合、情報伝達の形態を重視

複雑なAIシステムの内部作動原理の理解、データ構造お
よび情報フローの最適化、AIベースのシステムの安定性
および予測可能性の向上

トリーズ（TRIZ） 矛盾の解消、発明原理の適用、理想的最終結果（IFR）
の追求を通じた体系的な問題解決および革新

AIアルゴリズムの限界の克服、新たなAI応用分野の開拓
、AI技術の予期せぬ問題の解決、人間とAIの協働を通じ
た革新的ソリューションの開発

ヒューマンデザイン 古代の知恵と現代科学の統合を通じた、個人固有のエネ
ルギーの流れ・潜在力・意思決定様式の理解

AI時代における個人の強みおよび役割の再定義、個別最
適化された教育およびキャリア開発、人間とAIのチーム
編成における相互補完性の最適化、個人のウェルビーイ
ングの増進

「ビビム（混ぜ合わせ）」文化 多様な要素（地域的／外来的、伝統的／現代的）の調和
のとれた混合を通じた新たな価値とアイデンティティの
創出

グローバルなAI技術と地域文化の創造的結合、AI倫理お
よび政策の文化的文脈化、多様な背景をもつチームの協
働を通じたAIソリューションの開発
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比較

5. 相関的思惟の第四の方法——融合（融合）

東洋的共鳴 西洋的共鳴

陰陽五行、縁起説、中庸 システム理論、複雑系科学、生態学

無極（無極）、虚（虚）、中道（中道） 通過儀礼（Rites of Passage）研究、革新理論における「破壊的革新」の初期段階

河図洛書のパターン認識、五行の相互作用構造 位相幾何学、ネットワーク理論、システムアーキテクチャ

孫子兵法の戦略的思考（矛盾の克服）、易（易）の変化原理の応用 発明学、工学設計方法論、創造的問題解決（CPS）

周易（I Ching）、チャクラシステム、命理学的要素 遺伝学、量子物理学、生化学的個別性

陰陽の調和、和而不同（和而不同） 文化的融合（Cultural Fusion）、ハイブリッド革新
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